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検診部担当理事 中小田 和宏
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この度､ 公益財団法人JKA及び唐津市・玄海町の補助をいただき､ 胸部X線デジタル

検診車を整備致しました｡

従来のフィルムでの撮影方式から最新のデジタル撮影方式に代わり､ 撮影した画像を

リアルタイムで確認できるようになり､ 今後､ 精度の大幅な向上と検診の効率化が期待

されます｡ 本車両の導入により､ より多くの唐津東松浦地区の住民､ また､ 産業労働者

の肺疾患の早期発見につなげ､ 健康管理に寄与できるものと確信しています｡
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平成�年�月に導入したマンモグラフィ装置が老朽化した為､ 平成��年��月に最新

型のデジタルマンモグラフィ装置を導入しました｡

撮影装置は従来のものより低被曝､ 高画質を実現した高機能な装置となっております｡

また､ 併せて導入したマンモグラフィ読影システムは､ マンモグラフィ専用の高画質モ

ニターを採用し､ 画像に応じた表示が可能となり､ 病変をより発見しやすくなります｡

主に施設内検診の乳がん検診等に使用しておりますが､ 会員の先生方のご紹介による

マンモグラフィ(ドクターレポート付き) を是非と

もご利用いただきますようお願いいたします｡


